
第 37 回日本臨床微生物学会総会・学術集会のご案内（第 3 報） 
指定演題プログラムに関するお知らせ

　第37回日本臨床微生物学会総会・学術集会の開催へ向けて，会員の先生方より多大なるご指導およびご鞭撻を賜り
まして，厚く御礼を申し上げます。現在，鋭意準備を進めておりますが，プログラム委員の先生方のご尽力により，
非常に興味深い充実した内容となります指定演題プログラムを構成することができました。
　第 2報においてお示ししましたように，本総会・学術集会における企画として，獣医師の先生方のご支援により，
人獣共通感染症・ワンヘルス・AMRに関するさまざまなプログラムをご用意しております。さらに，総会長企画・特
別企画レジェンド講演・招請講演 1～4・特別講演 1～3といった興味深いプログラムも準備することができました。
　本総会・学術集会への参加者および参加頂く企業様にご満足頂けるよう，副総会長・学術事務局・運営事務局とと
もに，努めて参ります。会員の先生方におかれましては，引き続き，ご支援を賜りますよう，何卒，宜しくお願い申
し上げます。

記

総 　 　 会 　 　 長：髙橋　　孝（北里大学　大学院感染制御科学府・大村智記念研究所　感染症学）
副 　 総 　 会 　 長：長野　則之（信州大学　医学部保健学科　病因 ･病態検査学）
プログラム委員長：‌�森　　伸晃（昭和医科大学　医学部　内科学講座　臨床感染症学部門）‌

静野　健一（千葉市立海浜病院　臨床検査科）
テ 　 　 ー 　 　 マ：‌�臨床（医）と微生物検査（師）との更なる絆‌

［会場で楽しみながら学ぶ，学びながら楽しむ］
会 　 　 　 　 　 期：2026 年 2 月 13 日（金）～15 日（日）
会 　 　 　 　 　 場：幕張メッセ 国際会議場　国際展示場
開 　 催 　 形 　 式：現地開催
指定演題プログラム：各セッションの分類およびタイトルはすべて案となりますので，ご留意ください。

総会長企画
学会黎明期に貢献された功績を胸に刻み，次世代へ繋ぐ

特別企画レジェンド講演
今，共に考えたい日本臨床微生物学会の発展・方向性：学会の発足・歴史を回顧して

招請講演
1．‌�Advanced Partnership between Clinicians & Microbiologists：Excellent/Continued Partnership Model 
between JSCM & KSCM

2．Streptococcal Symposium
3．抗菌薬耐性菌に対する挑戦と新たな展望
4．これからの臨床微生物検査師

特別講演
1．歴史上最も恐れられた感染症「天然痘」をエチオピアにおいてどのように撲滅したのか
2．激変する科学技術の地政学～日本の復活に向けて～
3．大規模地震災害と住宅・まちづくり

教育講演
1．感染対策における地域連携と J-SIPHE・OASCIS
2．身近な動物における抗酸菌症とは



3．アシネトバクター属菌
4．今，気を付けたい輸入感染症
5．血液悪性腫瘍患者の感染症：考え方の基本と原因微生物
6．基礎疾患の感染症に対する影響について
7．“ゼロ”から始める遺伝子解析技術・臨床現場での導入と課題
8．β-ラクタマーゼの産生様式：構成型と誘導型
9．次世代シーケンシング（NGS）を活用した感染症診断

他学会合同教育講演
1．獣医臨床感染症研究会　ヒトのレプトスピラ症
2．獣医臨床感染症研究会　犬のレプトスピラ症
3．日本臨床寄生虫学会　‌�医学・獣医学・保全生態学の学際の保全医学Conservation Medicine の標的はワン

ヘルス，その patient は？
4．日本渡航医学会　検疫における帰国者対応　有症状者の検査の流れ

Meet the Expert 
1．日本臨床寄生虫学会・合同企画　わが国における熱帯病寄生虫疾患の診断治療の展望
2．日本臨床寄生虫学会・合同企画　‌�Escherichia albertiiの微生物学特徴と疫学～培地はキャンバス，集落はサ

イン～
3．日本臨床寄生虫学会・合同企画　推しからはじまる寄生虫の学び　～きっかけは〇〇〇かるた ！？ ～
4．日本臨床寄生虫学会・合同企画　黄色ブドウ球菌感染症：日本の疫学と病原性
5．日本臨床寄生虫学会・合同企画　人口減少を踏まえた微生物検査室の在り方を問う
6．日本臨床寄生虫学会・合同企画　‌�Updating MRSA knowledge：Staphylococcus aureusに認められたmeth-

icillin-resistant lacking mec（MRLM）株の臨床的意義は？
7．日本臨床寄生虫学会・合同企画　‌�CLSI M47 第 2 版を読み解く―臨床検査の視点から考える血液培養検査

の「質」の向上

シンポジウム
1．CLSI ドキュメントから紐解く薬剤感受性検査
2．Microbiology Round×多職種連携：感染症診療と感染対策の質向上を目指して
3．人獣共通感染症（ウイルス編）
4．寄生虫・真菌・抗酸菌検査の現状と依頼における注意点
5．AMR update（環境分野）
6．人獣共通病原性細菌と薬剤耐性
7．ブドウ糖非発酵菌感染症の治療を再考する
8．地震被災地で気を遣う人と動物の感染症
9．AI 支援による臨床微生物検査
10．AMR update（医療分野）
11．臨床と微生物検査との連携についての事例
12．微生物検査師への画像検査入門
13．嫌気性菌感染症における最新の検査技術と治療法
14．ファージの可能性について考える
15．臨床微生物学領域の研究シーズ

パネルディスカッション
1．血液培養陽性検出後の効果的な中間報告　～臨床［医］と微生物検査［師］のコミュニケーション～
2．抗菌薬適正使用支援，一手先を見据えた微生物検査師の役割
3．感染症管理への多職種連携の重要性とその実践方法とは



4．働き方改革を踏まえた微生物検査業務の改革
5．希少病原体・同定困難な病原体への対応
6．感染症医がいない医療機関における微生物検査師と薬剤師による感染症チーム診療
7．介護施設における抗菌薬耐性と感染防止（介護施設における抗菌薬耐性制御の方策を考える）
8．感染症医が不在となる医療機関への遠隔医療支援
9．今，リカレント教育を考えたい
10．腸管病原性菌検査の問題点と同定ポイント
11．臨床医と微生物検査師とのコミュニケーションのあり方を考える
12．国際協力の推進に向けた次世代人材の育成
13．微生物検査における功罪を考える
14．微生物結果報告を再考する

ワークショップ
1．検査センターにおける微生物検査師と顧客とのコミュニケーションの取り方とは
2．どんなところ？衛生研究所　―地方衛生研究所からの疫学情報発信について―
3．微生物検査室における卒前教育
4．女性会員のためのキャリア形成への支援
5．微生物検査師の学位取得への道
6．微生物検査におけるエラーとその対処法とは
7．微生物検査師への抗菌薬入門

日本医真菌学会合同企画
AMR真菌

日本小児感染症学会合同企画
小児感染症医の心に残る症例を皆様と共有したい

薬剤耐性菌研究会合同企画
新たなる展開：ワンヘルスと抗菌薬耐性

日韓合同シンポジウム
日韓合同微生物検査シンポジウム
医師を感激させた微生物検査師 ver.11
学術奨励賞委員会 学術奨励賞受賞者講演
創立四半世紀記念研究成果発表奨励基金支給者講演
Young Challenger Award 受賞者発表
優秀演題 20 選
ファースト・チャレンジ・セッション 10 選
認定臨床微生物検査技師制度協議会
臨床検査技師の海外留学支援委員会
精度管理委員会・ISO委員会
編集委員会
血液培養検査ガイド第 2版作業部会 委員会
微生物検査標準化検討委員会
認定医制度委員会企画
ポストコロナ検査機器活用委員会
ICD講習会
CMTCM・ICMT合同講習会



共催セミナー
企業展示

＊‌�本総会・学術集会では，参加者による学術的な活動（発表・討論・聴講など）とともに，参加者間における交流お
よび情報交換も重要なものとなっております。そのような意味合いから，会期 2日目における意見交換会の開催を
準備しております。この意見交換会で地区別対抗クイズ（1時間）を実施いたします。

総会・学術集会ホームページ：https://www.jscm37.jp/index.php

学術事務局：北里大学大学院感染制御科学府・大村智記念研究所感染症学
吉田　春乃
E-mail：37jscm@gmail.com

運営事務局：株式会社幕張メッセ 事業企画課
〒261―0023　千葉県千葉市美浜区中瀬 2―1　幕張メッセ国際会議場 1階
TEL：043―296―0623　FAX：043―296―0529
E-mail：info@jscm37.jp


